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１．組織の概要

（１）事業所名

ケミコン精機株式会社

（２）代表者名

代表取締役常務　　　堀川　勝司

（３）所在地

青梅事業所 〒198-0042 　東京都青梅市東青梅1-7-6

仙台事務所 〒989-2436 　宮城県岩沼市吹上2-3-7

（４）環境管理責任者及び連絡先

環境管理責任者　　 飯合　晃

連 絡 先 Tel 0428-24-3830　 Fax 0428-24-8599

（５）資本金

２,０００万円

（６）事業の規模

売上高 １３億４４７０万円 （２０１４年度実績）

従業員数 ３６名

（７）事業内容

各種精密部品加工、販売

合理化、省力化機器設計及び製作、販売

２．対象範囲

組織の概要に記載した全事業所・全事業内容

―１―



３．環境方針

　　当社は、環境方針を以下の通り定め、これに基づき行動します。

―２―



４．環境目標

　　当社における2005～2007年度実績平均を基準とし、2015年度から2017年度までの
　　中期目標を設定。

　①電力使用量

　②灯油

　③液化石油ガス（LPG)

　④ガソリン

　①一般ごみ

　②廃プラスチック

　③廃油

　④金属くず・配線くず

　⑤段ﾎﾞｰﾙ・事務用紙・古新聞

　⑥木くず

　①下水道

　①化学物質の監視

※CO2排出係数は、０．３７８Ｋｇ－ＣＯ２／Ｋｗｈを使用。

※総排水量の削減については、用途が生活排水のみであり、一通りの対策を実施したことから

 　引き続き2017年度まで同じ数値目標としています。

１）省エネルギーの推進
（CO2の削減）

2,754
Kg-CO2/人

2,506 Kg-CO2/人 2,478 Kg-CO2/人

項　　目
基準 中　　期　　目　　標

2005～2007
年度平均

2015年度 2016年度

2005～07年度

実績平均比

2,451 Kg-CO2/人

2005～07年度 2005～07年度 2005～07年度

実績平均比 実績平均比 実績平均比

３）総排水量削減　　　　　　

12.39
m3/人

10.73　m3/人 10.73　m3/人 10.73　m3/人

2017年度

２）廃棄物の削減及びリサイク
ルの推進

0.196
ｔ/人

0.128　ｔ/人 0.126　ｔ/人

実績平均比 実績平均比

実績平均比 実績平均比

9.0％削減 10.0％削減 11.0％削減

0.124　ｔ/人

2005～07年度 2005～07年度

34.5％削減 35.5％削減 36.5％削減

13.4％削減 13.4％削減 13.4％削減

2005～07年度 2005～07年度 2005～07年度

実績平均比

６）自社製品の環境配慮
設計案件に対してのRoHS・省エネ対応部品明細表の使用
状況を月次で把握し、不備があった場合その理由を明確
にする。

―３―

４）化学物質の管理 PRTR法に該当する量の化学物質が使用されていないか
監視する。代替えなどの可能性を探り、不可能な場合正し
い届出がされているかの確認をする。

５）グリーン調達／購入の推進
事務用品のグリーン購入比率（エコラベル認定品比率）を
単月及び累計で把握し、同時にグリーン購入できなかった
主な物品をリストアップする。



５．環境活動計画（2015年度）

（１）省エネルギーの推進　（CO2の削減）
①空調の設定温度管理の徹底、節電対策

②照明、ＯＡ機器の節電、省電力設定の徹底

③簡易間仕切り、作業エリアの分割、限定推進

④デマンドの活用

⑤社有車エコ運転の徹底

⑥コンプレッサーのエアー漏れ点検／整備の実施

（２）廃棄物の削減及びリサイクルの推進
①段ボールのリサイクル徹底

②古新聞・古雑誌等のリサイクル徹底

③緩衝材、木材パレットの再利用

④事務用紙の再利用／リサイクルの徹底

⑤部品梱包の簡略化／削減

（３）総排水量削減
①各蛇口の節水、ルールの徹底

②水道メーター点検（毎月２回）

③蛇口等の水漏れ点検

（４）化学物質の管理
①新たな化学物質使用の監視・確認

②化学物質一覧表の見直し、更新

③フロンガス使用機器点検

（５）グリーン調達／購入の推進
①事務用品のグリーン購入推進

②事務用品購入リストの作成

③グリーン調達一覧表の見直し、更新

④部品のＲｏＨＳ検査の実施

（６）自社製品の環境配慮
①ＲｏＨＳ・省エネ対応部品明細使用の遵守・確認

②小型化、長寿命化、部品数削減等の推進

―４―



６．環境目標の実績と評価

評価判定　　　○・・・・目標達成　　　　　×・・・・目標未達成

１）省エネルギーの推進　（CO2の削減）

結果：2005～07年度実績平均値に対して9％削減目標　→　実績２４．４％削減

２）廃棄物の削減及びリサイクルの推進

結果：2005～07年度実績平均値に対して34.5％削減目標　→　実績７０．４％削減

３）総排水量削減

結果：2005～07年度実績平均値に対して13.4％削減目標　→　実績３９．５％削減

４）化学物質の管理

結果：該当する新たな化学物質の使用は無し

５）グリーン調達／購入の推進

結果：事務用品購入時毎回エコ品との金額の比較判断後購入

　　　　毎月漏れなく、グリーン購入比率の把握と非エコ品のリストアップを実施

６）自社製品の環境配慮

結果：毎月漏れなく、RoHS・省ｴﾈ明細（環境対応部品明細）の使用を遵守

５）グリーン調達／購入
の推進 － －

2005-07年度
目　標

評　価
（絶対値） （絶対値）

2015年度（2015/4～2016/3）

－
毎月の化学物
質の監視

0.128

◯

６）自社製品の環境配慮 － －

毎月のRoHS・
省ｴﾈ明細の使
用把握と不備
理由の明確化

毎月漏れなく実
施 ◯

３）総排水量削減

該当する新たな
化学物質の使
用は無し

―５―

◯

２）廃棄物の削減及びリ
サイクルの推進

t/人

◯

毎月のｸﾞﾘｰﾝ購
入比率の把握
と非エコ品のﾘｽ
ﾄｱｯﾌﾟ

４）化学物質の管理 －

毎月漏れなく実
施

m3/人 12.39 10.73

１）省エネルギーの推進
（CO2の削減）

ｋg-CO2/人

7.50

2,081
(99,803)

2,754 ◯

0.058 ◯0.196

2,506
(120,269)

項　目 単　位

実績平均（基準）

実績



７．環境活動計画の取組結果、次年度（2016年度）の取組内容

（１）省エネルギーの推進　（CO2の削減）

環境活動計画 評価 結果 ※　次年度の取り組み

○ 表示、朝礼等で冬20℃、夏28℃を徹底 ・冬20℃、夏28℃の徹底

○ 夏場のｴｱｺﾝONﾀｲﾐﾝｸﾞ３０℃実施 ・ｴｱｺﾝONﾀｲﾐﾝｸﾞ３０℃実施

○ 扇風機等を積極的に活用 ・扇風機等の積極活用

○ 朝晩など積極的に外気取り入れを推進　 ・外気取り入れ推進　

○ よしず、すだれ、グリーンカーテンを設置 ・よしず、すだれの設置継続

③
簡易間仕切り、作業エリアの分
割、限定推進

○
カーテン等で使用エリアの分割、限定を
実施

継続

④ デマンドの活用 ○
ﾃﾞﾏﾝﾄﾞを活用し、ﾃﾞｰﾀ収集中、ﾋﾟｰｸ値管
理を強化

継続

⑤ 社有車エコ運転の徹底 ○
表示等でのエコ運転、燃費順の優先使
用徹底

継続

⑥
コンプレッサーのエアー漏れ点
検/整備の実施

○ 毎月点検を実施 継続

（２）廃棄物の削減及びリサイクルの推進

①
段ボールのリサイクル徹底（非
焼却）

○ 分別ルールの徹底実施 継続

②
古新聞・古雑誌等のリサイクル
徹底（非焼却）

○ 分別ルールの徹底実施 継続

③ 緩衝材、木材ﾊﾟﾚｯﾄの再利用 ○ 置場の設置、継続 継続

④
事務用紙の再利用／リサイクル
の徹底

○ シュレッダーにかけて再資源化実施 継続

⑤ 部品梱包の簡略化／削減 ○ 業者への簡略化協力依頼表示実施 継続

（３）総排水量削減

① 各蛇口の節水、ルールの徹底 ○ 節水表示により徹底 継続

② 蛇口等の水漏れ点検 ○ ３か月毎に実施 継続

③ 水道メーター点検 ○ １か月に2回実施 継続

（４）化学物質の管理

①
新たな化学物質使用の監視・確
認

○
１年を通してＰＲＴR法の該当品はないこ
とを確認

継続

②
化学物質一覧表の見直し、定期
更新

○ 青梅で２回更新実施 継続

③ フロンガス使用機器点検 ○ 年４回、空調機等簡易定期点検を実施 ４月より実施

（５）グリーン調達／購入の推進

①
事務用品のグリーン購入比率の
把握

○
毎月集計し、年間で４５件（重複含む）の
非エコ品をリストアップできた

継続

②
エコラベル認定品の優先購入推
進

○
年１回（５～７月）事務用品購入リスト（エ
コ品）を作成し、エコ品を優先的に購入

継続

③
グリーン調達一覧表の見直し、
定期更新

○ 青梅で年１回更新実施 継続

④ 部品のRoHS検査の実施 ○ 青梅で年２回更新実施 継続

（６）自社製品の環境配慮

①
環境部品明細（RoHS対応、省エ
ネ）使用の遵守・確認

○
新規設計案件において、遵守率100％を
達成。
省エネ機器の選定９件実施。

継続

②
小型化、長寿命化、部品点数削
減の推進

○
表示及び設計開始時、検図時の確認を
実施

継続

取組結果の凡例：○実施　△不十分　×未実施　

①
空調の設定温度管理の徹底、節
電対策

―６―

昼休み時の消灯、不在時の消灯の徹底
実施可能なコピー機、プリンター、ＰＣは
全て省電力設定に変更

照明、ＯＡ機器の節電、省電力
設定の徹底

○② 継続



活動内容の紹介

（１）省エネルギーの推進（CO2削減）

ｋｇ-CO2/人

―７―

ＥＡ２１活動
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活動内容の紹介

（１）省エネルギーの推進（CO2削減）

*温室効果ガス内訳

―８―

2007年導入・継続中 2008年導入・継続中

省エネ オイルフリーコンプレッサー
タイプの運転

エコ運転・ハイブリッドカーの
選定（低燃費車）

高効率蛍光灯等へ更新（節電）

2010年導入・継続中

２０１３年度冬季より、暖房運用マ
ニュアルを作成し、暖房運転開始
時間をずらした。（最大電力の抑
制）
また、午前中は暖房、午後からス
トーブの使用を基本として暖房と
ストーブを併用して使用している。



活動内容の紹介

（１）省エネルギーの推進（CO2削減）

（２）廃棄物の削減・リサイクルの推進
　*廃棄物の内訳

―９―

2011.8 導入・継続中 2011.6 設置・継続中 2011.6 設置・継続中

2011.6 設置・継続中

電力デマンド監視による最大電力の抑

制 冷房と扇風機の併用による節電
サーキュレーター攪拌による節電

夏季、「よしず」で日よけ
トイレに人感センサーを設置し、電気の

消し忘れ等の節電
データを示し節電を奨励（啓蒙活動）

2014.8 設置・継続中
2015.8 周知（新規）
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活動内容の紹介

（２）廃棄物の削減・リサイクルの推進

―１０―

緩衝材 梱包材の再利用（リサイクル） 段ボールの分別廃棄 （リサイクル

化）

パレットの再利用 / パ

レット置き場の設置

木くずの分別廃棄→再資源

化

鉄、ステンレス等有価物の
分別廃棄 →再資源化

小型家電廃棄置場の設置

（希少金属の再利用）

コピー用紙のシュレッダー化による

再資源化

新聞雑誌の分別廃棄

2013.4 設置・継続中

廃棄物削減の意識啓蒙活動（分別の再確認）

2015.8 周知（新規）

一般ゴミとして処分してい
た梱包材等をリサイクル
扱による処分の奨励
（廃棄物の削減）

2007年導入・継続中



活動内容の紹介
（３）総排水量の削減

総排水量の内訳

―１１―
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活動内容の紹介
（３）総排水量の削減

　　　*節水対策水

―１２―

節水用蛇口の設

置

節水のお願い掲

示

蛇口等からの水漏れ点検

シート

水道メータ点検シート

月２回の点検により早
めに水漏れが発見

2012.5導入・継続中



活動内容の紹介

（４）化学物質の管理

―１３―

SDS 

SDS 

緊急時対応手順書

緊急時対応備品

危険物保管庫による薬品管理 油類置き場

新たな化学物質を使用していないか
チェック

毎月の点検を実施

油類保管点検シート

2012.5導入・継続中



活動内容の紹介

（４）化学物質の管理

―１４―

空調機等簡易定期点検簿

年４回点検を実施

冷媒漏洩点検・整備記録簿

化学物質一覧表

年２回、見直し更新

フロン排出抑制法施行による定期点検
2015.4 開始・新規

2014年 導入・継続中



活動内容の紹介

（５）グリーン購入／調達

　　　事務用品購入時、毎回エコ品との金額の比較判断後、購入しエコ品購入リストへ加え運用しています。

（６）自社製品の環境配慮

（７）仙台事務所の活動

―１５―

自社設計既製品リスト

　　　　節電推進、節水推進、グリーンボードにより環境負荷や活動の状況を周知するなど環境維持活動を実施。

省エネ品チェック欄

ＲｏＨＳ対応チェック欄

節電の推進 節水の推進

仙台事務所風景 グリーンボード

2012.5導入・継続中

年１回更新、見直し



（８）その他

―１６―

天井のセンサで
照明のON/OFF

当社のＥＡ21活動（活動内容の紹介）

●内部監査の実施

環境経営システム全体の取り組み状況の確
認、評価を客観的に実施するため実施

内部監査チェックシート

内部監査結果報告書

内部監査是正措置報告書

内部監査会場

活性化を図るため親会社環境部 EA21取得
グループ会社から監査員として派遣を要請



（８）その他

環境教育名（内容概略） 対　　　象 教育サイクル 2015年度実施状況

入社・異動時教育

（環境への取組み、方針、他）

一般教育

（方針、目標、活動計画、各自の役割・
権限・責任、他）

環境関連従事者教育

（法規制、遵守手順、他）

緊急時対応教育訓練

（対応手順テスト、訓練、他）

内部監査員教育

（マニュアル、監査内容、試験、他）

対象従業員 欠員が出た都度 実施なし

新入社員、異動者 発生の都度 ４～３月、７名

全従業員 年１回 ５月、３７名

―１７―

関連従業員 年１回 10月、8名

関連従業員 年１回 11月、１６名

●社員への教育・訓練
2008..4 スタート

内部監査できる資格者を増員中

一般教育風景 緊急時対応教育訓練概要説明

緊急時対応教育訓実技（油類等流出時対応訓練実施）

当社のＥＡ21活動（活動内容の紹介）



（８）その他

―１８―

青梅では5S活動の一環として、３チームによる当
番制で、会社前の歩道の清掃を毎朝行っており
ます。日頃から地域環境美化の意識向上を図っ
ています。

　　青梅市内美化活動，健康促進活動の一環として定時勤務後市内を清掃しながらのナイトウォークを実施。

当社のＥＡ21活動（活動内容の紹介）

●社会貢献活動（ボランティア活動）

●社外発表（第５回彩の国EA21環境フォーラム）

発表風景発表テキスト表紙

2007年にEA21を導入してから現在
までの歩みを「環境活動事例報告」
として纏め発表しました。
また、次年度以降の課題（右記）を
話しました。

●環境への配慮（生物多様性への対応）

カラスからヒナを守るた
め、カラス除けを設置

2015.11 開催

2012年より毎年開催・継続中



８．環境関連法規等の遵守状況の確認
　　及び違反、訴訟等の有無

　当社の2015年度における環境関連の適用法令に基づく遵守状況の確認結果の概要は

以下の通りでした。(2015年7月31日確認：届出該当分のみ)

１）青梅事業所

騒音規制法 規制基準の遵守

特定施設の届出

振動規制法 規制基準の遵守

特定施設の届出

廃棄物の処理及び 産業廃棄物の適正保管

　　清掃に関する法律 産業廃棄物の適正処分

　（運搬、処理の委託）

マニュフェスト管理

労働安全衛生法 安全衛生推進者の選任

フロン排出抑制法 対象機器の簡易点検・定期点検

２）仙台事務所

廃棄物の処理及び

　　清掃に関する法律

フロン排出抑制法 対象機器の簡易点検・定期点検

※上記の通り環境に関連する法令について確認した結果不適合はありませんでした。

　また、2015年度において近隣・行政等の利害関係者より環境に関する苦情、訴訟は

　ありませんでした。

適合

―１９―

適合

産業廃棄物の適正処分 適合

関連法令 該当する活動 遵守状況

適合

関連法令 該当する活動 遵守状況

適合

適合

適合

適合

適合

適合

適合



９．代表者による全体評価と見直しの結果

【代表者のコメント】

―２０―

環境活動の取組結果として目標を達成し、十分な活動内容となった。

エコアクション２１認証事業所であるケミコン岩手江釣子工場との情報交換も継続して、

また、今年度は３ヵ年計画の２年目にあたりますが、目標達成に向け、チャレンジし

より良いシステムにしていくこと。

次年度も活発な活動を期待する。


